
1997年 出上の木簡

所
在
地
　
　
　
大
阪
市
中
央
区
谷
町

一
・
二
丁
目

調
査
期
間
　
　
Ｏ
Ｓ
九
七
十

一
次
調
査

　
一
九
九
七
年

（平
９
）
四
月
１

一
〇
月

発
掘
機
関
　
　
働
大
阪
市
文
化
財
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
伊
藤
　
純

・
平
田
洋
司

・
古
市
　
晃

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
坂
城
跡
は
、
上
町
台
地
の
先
端
に
位
置
し
、
範
囲
は
二

・
二
臨
四
方
に
及

〕ぶ
。
築
城

（
一
五
八
三
年
）
以

後
、
三
ノ
九
の
造
成

（
一
五
九

八
年
）
ま
で
を
豊
臣
前
期
、
大

坂
夏
の
陣

（
三
全

五
年
）
ま

で
を
豊
臣
後
期
と
呼
ん
で
い
る
。

遺
跡
内
に
は
、
縄
文
時
代
か
ら

弥
生
時
代
の
森
の
宮
遺
跡
や
都

城
遺
跡
で
あ
る
難
波
宮
跡
が
含

ま
れ
、
こ
れ
ら
に
関
係
す
る
遺

構

・
遺
物
も
し
ば
し
ば
出
土
す
る
。

今
回
の
調
査
で
は
三
ノ
九
の
西
外
郭
と
推
定
で
き
る
塀
の
痕
跡
な
ど
を
確
認

し
た
。
ま
た
、
下
層
か
ら
は
豊
臣
前
期
の
建
物
や
木
簡
が
出
上
し
た
溝
を
検
出

し
た
。
こ
の
溝
は
、
北
か
ら
南
に
流
れ
、
谷
状
の
窪
地
へ
と
通
じ
て
い
る
。
共

伴
遺
物
に
は
、
陶
磁
器

・
漆
椀

・
五
輪
塔
な
ど
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
．渭刊
則
細
胴
訓
刊
り

綱
引
畑
に
□
□
さ
う

ち
之
や
り
の
ゑ
の

そ
り
は
し
三
い

ろ
御
か
し
て
可
申
上
候
　
」

。
「　
　
　
　
　
口

□

ゆ
ふ
へ
上
回
候
日
日
日
回

い
か
た
し
日
日
日

日
日
□

＝

廿

」
　
　
　
　
　
　
　
Φ∞×
６卜×
ド
ｏＰド

長
方
形
の
板
の
両
面
に
墨
書
が
あ
る
。
肉
限
及
び
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
装

置
で
確
認
し
た
。
鋸

・
鎗
な
ど
の
道
具
の
貸
借
に
関
す
る
文
言
が
読
み
取
れ
る

が
、
全
体
の
文
意
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
表
面
に
は

一
回
り
小
さ
く
薄
い
墨

痕
が
確
認
で
き
る
が
、
両
者
の
関
係
は
わ
か
ら
な
い
。
　
　
　
（平
田
洋
司
）

2  1

大
阪

大ヨ
坂泉

城ニ
跡2

(大阪東北部)



∩

日

Ｈ

日

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

日

Ｈ

日

日

日

＝

Ｗ

一

」　」

▲
睫
ｔ
ラ
ｔ

く
ヽ
Ｉ
Ｌ
▼

９
ｎ
，
ｆ
ｒ
ｉ，
１
～
～
　
？
′
ｔ
　
ヽ

|

ぅ

』
ソ
７
，

と

７

ｔ

|


